
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
令
和
4
年
の
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
と
も
な
い
、
国
民
生
活
は
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
政
府
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発

令
を
は
じ
め
、
飲
食
店
へ
の
時
短
要
請
な
ど
に
よ

り
、「
原
村
よ
い
し
ょ
ま
つ
り
」
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
を
、
昨
年
5
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

2
回
目
を
接
種
さ
れ
た
方
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を

得
ま
し
て
9
割
を
超
え
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
今
後
は
、
国
の
指
示
に
よ
り
3
回
目
の
接
種

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
は
八
ヶ
岳
西
麓
に
お
い
て
、
大

規
模
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
し
て
大
き
な

議
論
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
次
世

代
に
遺
し
て
い
く
べ
き
も
の
は
、
地
域
の
宝
で
あ

る
八
ケ
岳
西
麓
に
広
が
る
緩
や
か
な
裾
野
で
あ

り
、
魅
力
あ
る
自
然
環
境
や
景
観
で
あ
る
こ
と

を
、
改
め
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
茅
野

市
・
富
士
見
町
・
原
村
の
三
市
町
村
で
「
八
ケ
岳

西
麓
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
か
か
わ
る
共
同

宣
言
」
を
出
し
ま
し
た
。
村
と
し
て
、
従
前
よ
り

き
め
細
や
か
な
対
応
を
す
べ
く
条
例
を
改
定
し
、

今
春
よ
り
施
行
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
主
な
施
策
と
し
ま
し
て
、
次
の
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
疲
弊
し

た
村
内
経
済
の
立
て
直
し
を
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
随
時
補
正
予
算
を
組
み

対
応
し
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
令
和
5
年
4
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
も
み
の
湯
の
施
設
改
修
に
つ
い
て
で

す
。
建
設
以
来
30
年
余
が
経
過
し
て
お
り
、
建
物

の
調
査
及
び
設
計
業
務
を
行
い
、
そ
の
後
改
修
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
空
き
家
対
策
事
業
、
合
葬
式
墓
地
の

建
設
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
な
ど
を
予
定
し
ま
す
。

今
年
は
本
村
に
と
っ
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向

け
て
の
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。
明
け
な
い
夜
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

し
ば
ら
く
落
ち
込
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
し
な
や

か
に
立
ち
直
る
強
さ
が
私
た
ち
に
は
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
皆
様
よ
り
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻

を
賜
り
、
活
力
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年頭のご挨拶

原村長
五味 武雄
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
村
議
会
の
運
営
、
村
政
に
対
し
、
ご
理

解
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
生
活
の
影
響
を
受
け
た
一
年
で
し
た
。
第
5
波

で
は
感
染
力
の
強
い
変
異
ウ
イ
ル
ス
、
デ
ル
タ
株

が
猛
威
を
振
る
い
、
諏
訪
圏
内
で
も
多
く
の
感
染

者
が
出
ま
し
た
。

村
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
一
日
で
も
早
く
望
ま

れ
る
な
か
5
月
に
接
種
を
開
始
、
住
民
の
9
割
程

の
接
種
率
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
日
々
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
応
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
経
済
の
活
性
化
に

繋
が
る
よ
う
第
3
弾
地
域
応
援
商
品
券
、
第
3
弾

事
業
継
続
特
別
給
付
金
な
ど
農
業
、
商
工
観
光

業
、
教
育
、
福
祉
等
に
関
係
す
る
事
業
を
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
等
に
よ
り
、
1
億
7
千
万
円
程
の

事
業
費
で
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
予
測
さ
れ
る
第
6
波
へ
の
対
策
、
住
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
生
活
支
援
、
い
ち
早
い
情
報

の
提
供
、
医
療
機
関
従
事
者
等
の
支
援
、
3
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
村
、
議
会
、
住
民
の
皆
様

が
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
は
大
き

な
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年

の
台
風
19
号
は
柳
川
河
川
に
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
一
之
瀬
、
坪
の
端
、
柳
川
三
ヶ
村

汐
の
取
り
入
れ
口
が
流
さ
れ
る
な
ど
で
、
激
甚
災

害
が
適
応
さ
れ
総
工
費
1
億
4
千
万
円
余
の
復
旧

工
事
で
令
和
2
年
に
完
了
し
ま
し
た
。
村
で
も
安

心
で
き
る
災
害
対
策
と
し
て
防
災
を
含
め
災
害
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、「
第
5
次
原
村
総
合
計
画
」

後
期
基
本
計
画
の
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
村
の
景

観
形
成
計
画
の
推
進
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
産

業
の
育
成
、
観
光
振
興
、
令
和
4
年
度
建
設
予
定

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
課
題
に
住
民
が

快
適
で
過
ご
し
や
す
い
村
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
員
一
同
住
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
る
よ
う

村
政
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
よ
り

「
議
会
だ
よ
り
」
の
写
真
を
カ
ラ
ー
化
、
掲
載
の

ペ
ー
ジ
を
増
す
等
、
読
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様

や
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
4
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のご挨拶

原村議会議長
芳澤 清人
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村と日本郵便株式会社原郵便局との間に「包括連
携に関する協定」が締結されました。

包括連携に関する協定締結

3/10

2021年を
振り返る

世界は引き続き新型コロナウイルスに翻弄されながら、国内では1年遅れでオリンピック・
パラリンピックが開催された2021年。村の主な動きを写真とともに振り返ります。

原　　村の　

非常勤特別職の報酬の答申が行われました。

特別職報酬等審議　答申

2/4

第5次原村総合計画後期計画案に対する答申が行
われました。

第5次原村総合計画　答申

2/10

参加者からは、施設や運営についての質疑や提案
が出されました。

子育て支援センター
建設基本計画説明会

1/29

2022.1  広 報 は ら5

平面図等を基に、参加者それぞれの目線から気が
付いたことなど意見交換を行いました。

子育て支援センター
建設基本計画説明会

6/10

高齢者へのモデル事業として、要件を満たす方を
対象にワクチン接種を行いました。

ワクチン接種開始

4/27

10月にごみの分別方法が変更となったことから、
事前説明会を行いました。

ごみの分別収集品目
変更に関する説明会

9月

平成27年度から加盟している「日本で最も美しい村」
連合の再審査があり、基本理念の継承や美しい村づくり
を目指した活動が定着しているかなど審査を受けました。

「日本で最も美しい村」連合
再審査

11月

村内に小規模多機能型居宅介護ひめばら・グルー
プホームひめばらが建築されました。

ひめばら新築工事竣工式

3/16

原村の公共交通の現状等を分析した報告書が提出
されました。

新公共交通システムの検討

3/16



雪
の

季
節

村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の
通
行

障
害
を
取
り
除
く
た
め
、除
雪
計
画
を
策
定
し
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◦
路
上
駐
車
は
し
な
い
で

1
台
の
車
が
道
路
に
駐
車
し
て
い
る
だ
け

で
、そ
の
路
線
全
体
の
除
雪
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。特
に
冬
期
は
路
上
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

除
雪
車
が
除
雪
し
た
雪
や
、玄
関
前
、屋
根

な
ど
の
雪
を
、道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
除
雪
車
へ
は
近
づ
か
な
い
で

除
雪
車
は
作
業
中
に
前
進
・
後
退
を
繰
り
返

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。

ま
た
、子
ど
も
が
除
雪
車
の
近
く
で
遊
ん
で

い
る
の
を
見
か
け
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
垣
根
や
立
ち
木
に
も
注
意
を

垣
根
や
立
ち
木
の
枝
が
除
雪
作
業
に
支
障
を

き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。長
く
な
っ
た
枝

は
、切
り
落
と
す
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
出
入
り
口
の
除
雪
は
各
ご
家
庭
で

「
除
雪
車
が
出
入
り
口
に
固
い
雪
を
置
い
て

い
く
の
で
困
る
」と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す
が
、

道
路
の
除
雪
作
業
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
必

要
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、出
入
り
口
に

■原村の除雪路線
　　第一次除雪路線
　　　※概ね10cm以上の積雪により出動
　　第二次除雪路線
　　　※概ね25cm以上の積雪により出動
　　第三次除雪路線
　　　※概ね50cm以上の積雪により出動
■長野県の除雪路線

道
路
の

　
　
　
　に
ご
協
力
を
！

除
雪
作
業

【
村
道
】建
設
水
道
課 

建
設
係
　
　
　
　
　
☎
7
9
―
7
9
2
1（
直
通
）

【
県
道
】諏
訪
建
設
事
務
所 

維
持
管
理
係
　
☎
5
7
―
2
9
3
7（
直
通
）

問
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た
ま
っ
た
雪
は
、各
ご
家
庭
で
処
理
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
歩
道
、消
火
栓
、防
火
水
槽
の
除
雪
は

�

地
域
の
皆
さ
ん
で

歩
道
、消
火
栓
、防
火
水
槽
の
除
雪
作
業
は

地
域
の
皆
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

◦
道
路
が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

除
雪
直
後
の
道
路
は
と
て
も
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。歩
行
者
も
運
転
手
も
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
、通
行
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

除
雪
作
業
は
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯
に
実
施

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、降
雪
時
間
、

積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
危
険
箇
所
に
は
目
印
を

除
雪
作
業
中
に
は
、雪
に
隠
れ
て
危
険
箇
所

の
確
認
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。注
意
し
て
作
業
し
て
も
ら
い
た
い
場
所
や

構
造
物
が
あ
る
場
合
は
、確
認
し
や
す
い
表
示

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
冬
期
間
の
ご
み
捨
て
に
つ
い
て

収
集
日
の
前
日
や
夜
間
に
ご
み
を
出
す
と
、

除
雪
の
障
害
と
な
っ
た
り
、ご
み
が
雪
に
埋
も

れ
て
し
ま
い
収
集
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。ご
み
は
必
ず
収
集
日
当
日
の
朝
、決

め
ら
れ
た
時
間
内
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

除雪路線図
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「
燃
え
な
い
ご
み
」分
別
し
て
い
ま
す
か
？

不燃物コンテナに、資源物や村では回収できないごみが多く捨てられています。
正しく分別されていないごみが出されていると、収集運搬や処分の過程での費用増大や事故につな

がることもあります。
今後も安心してごみが出せるようもう一度、分別項目を確認しましょう。
� 問建設水道課�環境係　☎79-7933（直通）

■大 き さ：一番長い辺が 30cm未満のもの
■主な品目：◦陶磁器類　◦フライパン・鍋等の調理用具類　◦ガラス類　◦小型家電製品

◦包丁・草刈り鎌等の刃物類（刃を新聞紙などで包む）　◦白熱電球・LED電球
◦�ペンキ・シンナーが入っていた空き缶（中身が残っているものは出せません）

※�詳しくは、各戸に配布しました「家庭ごみ分別の手引き」をご覧ください。（お持ちでない場合は、
環境係窓口でお渡ししています。）

不燃物コンテナに出せるもの

不燃物コンテナに出せないもの
　上記のもの以外は不燃物コンテナに出せませんが、現在分別誤りで出されている主なものは次
のとおりです。

資源物として出すべきもの
その他、品目別にあらゆるリスクがあります。
不燃物コンテナに出したことで事故が起きた場
合、施設や車両が壊れるだけでなく、処理従事
者がけがをすることもあり、定期的なごみの回
収ができなくなる可能性があります。

収集や処理に手間がかかり、今後の処理
費用（処理費用は税金として皆さまが負
担しています）の増大につながります。

〈不燃物コンテナに出すと〉

一番長い辺が 30cm未満のものは資源物、そ
れ以上のものは粗大ごみに出してください。

■その他プラスチック

◦ジュース・粉ミルク・健康食品
　調味料・お菓子・のり等の缶
中をすすいで、アルミ缶とスチール缶に分けて
潰さずに出してください。
缶のふたやプルトップは、缶本体に入れて出し
てください。

■アルミ缶・スチール缶
◦殺虫剤・整髪・塗料用のスプレー
◦キャンプ用・卓上用のガスボンベ等
中身を使い切って、穴を空けずに出せ
ます。

〈不燃物コンテナに出すと〉 
回収や処理過程で爆発事故に
つながる恐れがあります。

■スプレー缶

◦飲料・調味料・化粧品等のビン
中をすすいで「無色」「茶色」「その他の
色」に分けて出してください。

■ビン類

中をすすいで出してください。
■ペットボトル

割れないようにケースに入れるか、新
聞紙等に包んで出してください。

〈不燃物コンテナに出すと〉
不燃物コンテナに入れる際や他の利
用者が不燃物を出す際、収集運搬、
処理過程で割れた場合、製品に含ま
れている水銀による健康被害や環境
汚染のリスクがあります。

■蛍光灯・電球型蛍光灯・
　水銀体温計

充電池は電極部分をビニールテープ等
で絶縁して出してください。

〈不燃物コンテナに出すと〉
不燃物コンテナに入れた後、収集運搬、処理
過程で発火の恐れがあります。

■電池類
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■実施期間　令和3年9月27日（月）から10月11日（月）
　　　　　　※10月4日（月）を基準日として前後1週間
なお、この期間以外に実施した地区や、天候等の状況により
やむを得ず中止とした地区もありました。

環境メモ
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［　今回は、ごみ・資源物に関するＱ＆Ａです　］
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総務課 企画振興係　☎79-7942（直通）
建設水道課 環境係　☎79-7933（直通）

問Beautiful Day

当村が加盟している「日本
で最も美しい村」連合では、
連合創立日である10月4日
を「日本で最も美しい村」の
日と制定しています。
この日にあわせ、村では原
村保健衛生自治推進協議会を
中心に各地区で行われた「環
境＆健康ウォーキング」に取
り組みました。

10月4日は
「日本で最も美しい村」の日 環境＆健康ウォーキング

「環境＆健康ウォーキング」は、長野県等が主催す
る「きれいな信州環境美化キャンペーン」に合わせ
て、毎年、原村保健衛生自治推進協議会が全村一斉
行動として、地域の中をウォーキングしながら、ゴ
ミ拾いをしたり、特定外来植物の生息地の特定、駆
除を行っています。
今年は、「日本で最も美しい村」の日を基準日とし
た、実施期間中に3地区で行われました。この取り
組みには、原村美しい村づくり推進委員会委員も参
加しました。

収集したごみ及び特定外来植物の量（9/26 ～ 10/31時点）

私たちの村を
きれいにしながら

健康になろう‼

燃えるごみ
16kg

燃えないごみ
8.8kg

特定外来植物
123.3kg
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ジェネリック医薬品(後発医薬品)とは

ジェネリック医薬品を
利用してみませんか

保健福祉課 医療給付係　☎79-7926（直通）問

国保だより

医薬品

一般用医薬品
薬局薬店で販売される薬

医療用医薬品
医師から処方される薬

新　　薬
（先発医薬品）

ジェネリック医薬品
（後発医薬品）

ジェネリック医薬品の選択により医療費を節約できます
・新薬を開発するには長い時間と膨大な費用がかかりますが、ジェネリック医薬品は開発費が大幅に抑えられる
分、安い価格にすることができます。
・ジェネリック医薬品によっては新薬とまったく同じではなく、飲みやすさや副作用を抑える工夫などの改良が
さらに進んでいる場合もあります。
・ジェネリック医薬品を利用することは、増え続ける医療費の節約になり、みなさんの保険料（税）の負担軽減に
もつながります。
※�薬代の差額が少ない場合などの理由で窓口での自己負担額があまり変わらない場合もあります。

ジェネリック医薬品を希望するには

・医師や薬剤師に言い出しにくい方は、受付で「ジェネリック医薬品希望シール」を貼った被保険者証・お薬手帳を
提示すれば、意思表示することができます。
・ジェネリック医薬品希望シールは、国保加入者の方は被保険者証の年更新時に同封してあります。
また、原村役場医療給付係窓口や原村保健センターそよかぜ等でも配布していますのでご利用ください。
※�すべての薬にジェネリック医薬品があるとは限りません。

①医療機関で処方箋を受け取る。 ②薬局受付で、
　ジェネリック医薬品
　に変更したい旨を
　伝える。

③薬剤師からジェネリック
　医薬品の特徴や変更した際
　の注意点などの説明を受け、
　薬を選ぶ。

「後発医薬品へ
の変更不可」と
いう医師の署名
がなければ、
ジェネリック医
薬品に変更でき
ます。

・新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に厚生労働省の認
可のもと、新薬と同一の有効成分を同一量含み、同一の
効能・効果を持つ医薬品として製造・販売された総称を
「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」といいます。
※�新薬が効能追加を行っている場合など、異なる場合があります。



農業者年金制度が
改正されます
農業者年金制度は、長期化する高齢期の経済基盤の充実を図るため、令和4年からより加入しやすく、生活設計

に応じた年金受給ができる仕組みへと変わります。

改正点は、次の3点です。

令和4年4月から

年金の受給開始時期を、ご自身で選択できる！
（昭和32年4月2日以降に生まれた方が対象）

年金の受給要件を満たした方は、年金の受給開始時期を、ご自身で選択することができます。

2
【年金の受給要件】

【農業者老齢年金】
・�65歳以上であること

【特例付加年金】
・�60歳に達した日の前日において20年以上
の保険料納付済期間等を有していること

・�農業を営む者でないこと（経営継承を完了
していること）

・�65歳以上であること

【年金の受給開始時期】
・農業者老齢年金：65歳～ 75歳
・特例付加年金：65歳以上（年齢上限なし）

60 歳 65歳 75歳 年齢上限
なし

これまでどおり、
60 歳以上 65 歳
未満の間で、繰り
上げ受給も選択す
ることができます 特例付加年金

農業者
老齢年金

令和4年1月から

35歳未満の方は、月額1万円から加入できる！
35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方は、1万円から（上限6万7千円）でも
通常加入できるようになります。（保険料の納付下限額が2万円から1万円に引き下げられます。）

【保険料引き下げ（保険料1万円以上）の対象者】

次の①～⑤のいずれにも該当しない方
①　認定農業者かつ青色申告者
②　認定就農者かつ青色申告者
③�　①又は②の方と家族経営協定を締結し�
経営に参画している配偶者又は直系卑属

④�　認定農業者又は青色申告者
⑤�　①又は②以外の農業を営む方の直系卑属
で、その農業に常時従事する後継者

1
【35歳未満の方の通常加入の保険料】

（千円単位で選択できます）

2 万円 6万 7千円1万円

これまでの保険料

改正後の保険料
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独立行政法人　農業者年金基金
　・専門相談員　☎03-3502-3199
　・企画調整室　☎03-3502-3942

農業委員会事務局　　　☎79-7934（直通）
問

令和4年5月から

加入可能年齢が、60歳から65歳に引上げ！
現在、農業者年金に加入できるのは、農業に従事（年間60日以上）する方で、20歳以上60歳未満の
国民年金第1号被保険者ですが、60歳以上65歳未満で国民年金に任意加入している方も農業者年
金に加入できるようになります。

3

【国民年金の任意加入者とは】

国民年金の保険料納付済期間が480
月（40年）に満たない60歳以上65歳
未満の方で、年金額の充実を目的とし
て、国民年金に任意で加入している方
をいいます

【農業者年金の加入要件】
農業に従事（年間60日以上）する方で

国民年金第１号被保険者

20歳 60歳 65歳

国民年金
任意加入

●募集要件
　�　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有し、
その他の農業委員会の所掌に属する事項に関しその職
務を適切に行うことができる方

●主な活動内容
　①�毎月1回の総会に出席し、議案等に対し推進委員と
しての意見を述べる

　②�農業の担い手に対しての農地利用の集積・集約化、
耕作放棄地の発生防止や解消、地域における現場活
動など

●募集人数、任期、報酬等
　・人　　数　�1人
　・担当区域　�西部
　・�任　　期　�農業委員会が委嘱する日（令和4年2月

1日予定）から令和5年7月19日まで
　・�報　　酬　�原村特別職の職員で非常勤の者の報酬及

び費用弁償に関する条例に基づく金額
　・�選任方法　�候補者を選考のうえ、農業委員会が委嘱

《 農地利用最適化推進委員の募集（欠員補充） 》
農地利用最適化推進委員に欠員が生じるため、次のとおり募集します。

●応募資格
　①村内に住所を有する方
　②他の法律で兼職が禁じられていない方
　③次のいずれにも該当しない方
　　・�破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方
　　・�禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わる

まで又はその執行を受けることがなくなるま
での方

●募集期間
　令和3年12月21日（火）から

令和4年1月17日（月）まで

●応募方法、受付場所
　�　所定の応募用紙（用紙は農業委員会事務局窓口
または村ホームページからダウンロードしてくだ
さい）に必要事項を記入し、役場1階農業委員会
事務局へご提出ください。（受付は、役場開庁日の
午前8時30分から午後5時15分まで）

農業委員会事務局　☎79-7934（直通）問
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